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23 泌尿器科領域の慢性感染症における
     漢方薬の位置づけ
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     に対する漢方薬の鎮痛作用
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【背景・目的】間質性膀胱炎/膀胱痛症候群（IC/BPS）は、骨盤部
疼痛や不快感があり下部尿路症状を有する慢性疾患である．その
症状により患者のQOL低下は著しい．様 な々治療がなされるが、詳
しい機序は不明とされており治療法も対処療法が主である．漢方
薬である抑肝散は鎮痛作用を有し，様々な疼痛性疾患に対して使
用されている．本研究は，Substance P（SP）が膀胱壁や脊髄後角
で発現することで求心性C繊維を亢進させ疼痛を引き起こしてい
ることに着目し、Hunner型間質性膀胱炎（HIC）に対する抑肝散
の鎮痛効果ならびにその作用機序を，モデル動物を用いて検討す
ることを目的とした.
【方法】Toll-like receptor-7 agonist (Loxoribine) 誘発のHICモデ
ルラットを用いた．8週齢Wistar系雌性ラットをControl群，HIC
群，抑肝散投与のHIC群（YKS+HIC群）の3群に分けた．膀胱の痛
みはvon Frey testに対する逃避閾値の測定によって評価した．
HIC誘発3日後に膀胱ならびに脊髄を摘出し，ELISA法や免疫組
織学的にSubstance P (SP) の発現を調べた．
【結果】von Frey testにより，HIC群はControl群に比べ有意な逃
避閾値の低下が認められたが，抑肝散投与によりその低下が抑制
されることにより抑肝散は鎮痛作用を有することが示唆された．ま
た，ELISA法にて膀胱壁を、蛍光免疫染色にて膀胱壁ならびに脊
髄におけるSPの発現を調べたところ，HIC群はControl群に比べ
各組織においてSPの有意な増加が認められたが，抑肝散投与に
よりその増加が抑制された．
【考察】膀胱組織においてSPはニューロキニン1受容体を介して膀
胱痛の発現に関与することや、膀胱や脊髄において中枢神経感作
による炎症の悪循環にSPが関与することが報告されている．抑肝
散はHICの痛みに対して有用であり，その作用機序の一端にSPの
分泌抑制が関与することが示唆された．

泌尿器科領域において、近年漢方薬を使用する頻度は以前より増
加している傾向にある。特に癌関連の諸症状の緩和、男性不妊症
関連の治療、さらには排尿障害、すなわち頻尿や排尿困難、残尿
感などの諸症状、ならびに膀胱炎や前立腺炎などの慢性尿路性
器感染症における下腹部や会陰部の違和感などが対象になるこ
とが多い。我々は以前から、その中でも特に慢性尿路性器感染症
患者の疲労感、下腹部不快感、排尿時違和感、膿性分泌物漏出な
どの諸症状に対して補中益気湯、清心連子飲、八味地黄丸などを
使用し、一定の効果を見てきた。また、これらの中でも特に治療に
難渋するような慢性感染症、なかでも慢性前立腺炎に対しては、
上記薬剤に加えて竜胆瀉肝湯などを使用し、一定の効果も見てき
た。発表の際には症例の解説も交えて提示させて頂きます。 


